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研究成果の概要（和文）：臨床前IPEの教育効果を持続的に向上させるためには臨床教育現場でのIPEが不可欠で
ある。千葉大学では2015年からクリニカルIPEを一部の診療科実習で試行している。本研究の目的はクリニカル
IPEの必修化を目指し課題を検討するとともに、有用性を検証することである。臨床指導者へのインタビュー結
果などからクリニカルIPEの実施手順を整理し、よりスムーズな運営を行えるようになった。臨床指導者に対す
る影響、各学部学生に対する教育効果の研究を行った。今後はさらに汎用性のあるプログラム作成やガイドライ
ン整備を進め、臨床指導者側の負担を軽減するとともに、すべての学生が履修できるカリキュラムの調整が必要
である。

研究成果の概要（英文）：To continuously improve the educational effect of preclinical IPE, IPE in 
clinical education is indispensable. Since 2015, Chiba University has been trying clinical IPE in 
some clinical practice. The purpose of this research is to examine the practical problems and to 
verify their usefulness, aiming at making compulsory clinical IPE. Based on the results of 
interviews with clinical leaders, we have arranged the clinical IPE implementation procedure so that
 we can operate more smoothly. We investigated the effects on clinical leaders and the educational 
impact on undergraduate students. In the future, it will be necessary to create more versatile 
programs and develop guidelines to reduce the burden on the clinical instructor side and to adjust 
the curriculum that all students can take.
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
現在実施されているIPEプログラムは、多くが臨床前教育で行われているものであり、クリニカル・クラークシ
ップで行われているプログラムについては、カロリンスカ大学整形外科病棟で実施されている1週間のプログラ
ム（Hallin、Medical Teacher, 2011）、昭和大学（木内、医学教育、2013）など報告は数少ない。IPEのクリニ
カル・クラークシップへの導入には様々な解決すべき問題がある。本研究は千葉大学で実施されているクリニカ
ルIPEの課題を検討するとともに臨床指導者および学生、双方への有用性を検証し、医療保健福祉系の医療人育
成課程のIPEに貢献できるものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 

 
医療技術が高度・複雑化している中でさまざまな医療専門職がチームを形成し，患者の診療・
ケアに当たる必要性が増大している。また，高齢化が進んでいく中で，地域の保健医療福祉資源
を適切に活用するためにも医療専門職や行政・介護・福祉に関わる人々の間の連携が欠かせない
ものになってきている。英国では、1987 年に専門職連携教育推進センター(Centre for the 
Advancement of Interprofessional Education、CAIPE)が設立され、専門職連携教育
(Interprofessional education、IPE)が開始された。CAIPE によって示されている IPE の定義
（引用文献①）は「複数の領域の専門職者が連携およびケアの質を改善するために，同じ場所で
共に学び，お互いから学び合いながら，お互いのことを学ぶこと」(2002)である。また専門職連
携(Interprofessional work、IPW)は，「複数の領域の専門職者が各々の技術と役割をもとに，共
通の目標を目指す協働」と定義される。IPEの目的は，臨床の現場において専門職連携（IPW）
を実践するコンピテンシーを修得することである。すなわち，患者・サービス利用者を中心に職
務を遂行する能力，倫理的問題への対応能力，他の専門職領域を理解し尊重する能力，チームワ
ーク能力，コミュニケーション能力，計画策定とマネジメント能力，分析・評価能力（引用文献
②），学び続ける態度（引用文献③）などが挙げられる。 
英国での IPEの実践を参考に日本でも IPEの取り組みがいくつかの大学で始まった。さらに
この数年間で医学・歯学・薬学・看護学の専門職教育課程の見直しとともに、ミニマムエッセン
シャルズの策定および実践能力を担保するためのカリキュラムが次々に導入され、IPE のため
の大学間･学部間連携が加速度的に進んできている。  
千葉大学においても医療系３学部である医・薬・看護学部が協働して、2007年度から 4年間
の年次進行式の IPEプログラム（亥鼻 IPE）を実施している。IPEプログラムの実施と並行し
て、専門職連携能力尺度 Chiba Interprofessional Competency Scale（CICS-29)の開発も同時
に行なって来た (引用文献④)。 
臨床前 IPEの教育効果を持続的に向上させるためには臨床教育の現場での IPEプログラムが
不可欠であると考えられるが、現在実施されている IPE プログラムは、多くが臨床前教育で行
われているものであり、クリニカル・クラークシップで行われているプログラムについては、カ
ロリンスカ大学整形外科病棟で実施されている 1週間のプログラム（引用文献⑤）、昭和大学（引
用文献⑥）など報告は数少ない。IPEのクリニカル・クラークシップへの導入には様々な解決す
べき問題がある。すなわち 1)患者やサービス利用者の不利益や医療安全への配慮、2)クリニカ
ル・クラークシップを実施する病棟や医療機関の理解と環境整備、3)IPEを指導する教員やスタ
ッフの確保と質の担保、4)複数の学部で同時に実施するためのカリキュラムの調整、などが挙げ
られる。 
千葉大学では、2015年からクリニカル IPEプログラムを医・薬・看護学部、実習機関が共同
で開発し、一部の診療科実習で試行している。2015年度は 2診療科で実施し、国際医学教育学
会で実践報告を行い（引用文献⑦）、さらに 2016 年度は 10 診療科においてクリニカル IPE を
それぞれ 3日間実施した。 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は、クリニカル IPEの必修化を念頭に、クリニカル IPEをさらに対象人数と期
間を増やして実施し、実行面での課題を検討するとともに、その有用性を検証することである。
さらに卒前教育であるクリニカル・クラークシップにおける専門職連携能力の向上だけでなく、
卒後の診療やケアに及ぼす効果についても評価尺度を用いて追跡調査を行い、IPE の長期学習
効果についての検証も行う。クリニカル IPE を最初に受講した学生は 2016 年度に卒業を迎え
るが、本研究からさらに今後の卒業生についても追跡調査を継続することによりプログラムの
有用性についての知見が蓄積していく。 
 
３．研究の方法 
 
クリニカル IPE をさらに規模を拡大して実施しプログラム評価およびプログラム改善を行う。 
1) クリニカル IPE を実施する科の教員やスタッフ等、クリニカル IPE のファシリテーターに対
する FD、SD カリキュラムを開発する。 
2) クリニカル IPE に参加した教員やファシリテーター、学生に対しインタビュー調査、アンケ
ート調査を行い、実施上の課題と教育／学習効果を検討する。 
3) クリニカル IPE に参加した教員、ファシリテーター、学生からのフィードバックに基づいて
クリニカル IPE プログラムの改善を行う。 
4) 今後の必修化に向けて各学部の調整を図る。 
5) 毎年卒業時に CICS-29 により学生の評価を行い、クリニカル IPE を受けた学生と受けていな
い学生を比較し、クリニカル IPE の学習効果を検討する。 
 
 



４．研究成果 
 
(1)クリニカル IPE の実施状況および実施手順の確立 
毎年 3 学部の大学病院での 3 学部の臨床実習が重なる 7 月の第 2 週目の 3 日間の期間でクリ
ニカル IPE を実施した（表 1）。2017-2019 年のクリニカル IPE 実施は 9-12 診療科であった。診
療科数の変動は病棟の移動、臨床指導者の不足等によるものであった。 
 
表 1. クリニカル IPE 実施診療科と参加者数 
    2015 年 2016 年 2017 年 2018 年 2019 年 

診療科数   2 10 12 9 10 

学生数 医学部 4 15 16 11 14 

  看護学部 4 17 17 17 14 

  薬学部 3 13 16 11 17 

臨床指導者数 医学部 3 14 14 10 14 

  看護学部 2 19 20 12 17 

  薬学部 1 22 14 12 14 

 
2016 年までの実施実績から、クリニカル IPE の実施手順を整理した結果、IPE 担当教員と臨床
指導者との協力関係がスムーズに進むようになった。その手順を図１に示す。IPE 担当教員があ
らかじめ基本プログラムを作成する。次に臨床指導者とのミーテイングを行い独自のプログラ
ムを追加する。その時同時に FD/SD を実施する。その後学生向けの診療科ごとの学習ガイドを作
成し、IPE 担当教員が学生オリエンテーションを行う。臨床指導者は相談の上、学生グループの
担当患者を決定する。クリニカル IPE では臨床指導者が学生グループの支援を行い、最終日に
IPE 担当教員も加わって成果発表会を行う。2016 年に行った臨床指導者へのインタビュー調査
の結果、指導医師の決定した担当症例が他の学部では必ずしも学習に適した症例ではないとい
う結果（引用文献⑧）に基づき、担当患者の決定は 3職種の臨床指導者が合議の上、決定するこ
ととした。 
 
 図１．クリニカル IPE の実施手順 

 
(2)クリニカル IPE 臨床指導者への影響 
 クリニカル IPE への参加し学生グループの支援を行うことが臨床指導者にどのような影響を
与えるのかを調査した。（引用文献⑧）臨床指導者 8名に半構造化インタビューを実施し、クリ
ニカル IPE の臨床指導者に与える影響を質的帰納的に分析した。クリニカル IPE の臨床指導者
に与える影響について 104 件の記述を抽出し、19 のサブカテゴリー、5 のカテゴリーに分類し
た。5カテゴリーの内容は、以下に示す通りであった。 
・クリニカル IPE を受けることでの指導者側の変化の認識なし 

 



・指導者の学生指導のブラッシュアップ 
・指導者自身の業務や連携実践についての新たな認識の獲得 
・クリニカル IPE による現在および将来の病棟での多職種連携実践の促進 
・学生への教育効果から生じた指導者のクリニカル IPE に対する肯定的認識 
さらに臨床指導者 35 名へのアンケート調査で、自身や病棟へのメリットについての自由記載
回答を質的内容分析を行った結果（引用文献⑨、⑩）、 
・他職種の視点や考えを知ることができた。 
・患者を全人的にアセスメントする大切さや患者中心の医療について考える機会となった。 
・他分野の実習方法を知れ指導への動機づけが高まった。 
・病棟スタッフの学生指導力が高まった。 
以上の結果から、従来の病棟実習では同職種からの一対一のティーチング、指導は職種ごとであ
ったのに対し、学生グループの学習を支援することを通じて、以下のような影響を受けていた
(図 2)。 
・臨床指導者は多職種学生に対する教育方法を工夫していた。 
・臨床指導者はクリニカル IPE の学生指導を通じて自身の教育活動や診療ケア、専門職連携を
見直すきっかけになったと感じていた。 
・臨床指導者は学生に対する教育効果を感じていた。また学生が通常のクリニカル・クラークシ
ップよりも積極的に深く学んでいることをうれしく感じていた。 
・臨床指導者はさらに良い IPE を実施したいと思っていた。 
・臨床指導者は、彼らによる将来の専門職連携がうまくいくことに対する期待を持っていた。 
  
 
 図 2．臨床指導者への影響 

 
 
(3)クリニカル IPE の学生に対する教育効果 
 クリニカル IPE に参加した学生 50名にアンケート調査を実施した(引用文献⑨)。15 名から回
答があり、クリニカル IPE で修得すべきコンピテンシーである「調整力」については 73％、「貢
献力」については 93.3%の学生が 5段階リッカートの「とても向上した」、「向上した」と回答し
た。 
 クリニカル IPE で提出されたリフレクションシートの記載を分析した(引用文献⑩)。 
・チームの目標達成のための行動：それぞれがオーバーラップした視点で患者を観ている、それ
ぞれの職種が見落としがちな視点を補い合うことができる 
・チーム運営のスキル：同職種同士の情報共有の言葉だけでは多職種チームでの情報共有には不
十分である 
・チームの凝集性を高める態度：チームの関係を保ちながら、しっかりと意見を言えるように工
夫した。 
・患者を尊重した治療・ケアの提供：チームで情報を共有することで患者から得られる情報が
室・量ともに格段に変わる。 
・プロフェッショナルとしての態度・信念：各自がそれぞれの職種に自覚を持ちながら取り組む
ことができた。 
・専門職としての役割遂行：他職種にどのように説明するか、どのような情報を自分に求めてい

 



るのかを考えながらアセスメントを共有する。 
以上の記載などが抽出でき,実際の患者にチームで向き合い、患者の目標に向かって各専門職の
力の発揮とより良いチーム形成の貢献に取り組んだことが分かる。またプロフェッショナルと
しての自覚と職業アイデンティティの形成も他職種学生との関りの中で推進されていた。 
 CICS-29 を用いた学生の卒業時専門職連携能力評価に関する研究は今後さらに継続して分析
を行っていく。 
 
(4)まとめ 
 クリニカル IPE の実施手順を整理し、よりスムーズな運営を行えるようになった。臨床指導者
に対する影響、各学部学生に対する教育効果の研究を行った。今後はさらに汎用性のあるプログ
ラム作成やガイドライン整備を進め、臨床指導者側の負担を軽減するとともに、すべての学生が
履修できるカリキュラムの検討が必要である。 
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